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紹介コメント 

（社）農業土木学会が、1989年に創立 60周年を迎えたことを機に川と人間との“ま

じわり”を、広く、深く、わかりやすく、体系的に紹介し伝えることを企画したもので

ある。自然の中の人間シリーズ－川と人間編と題し、河川や地下水のまつわる話を全

10 冊にまとめ、本書はそのうちの第 7 冊目にあたる。各ページにはイラストがメイン

であり、小学生～中学生の学習本として適している。 

 


